




































































国 環境対応型コンクリー トの概念 2)
でいる｡
氏の事務所は､型枠 の執付 け か らPコン､クギ位置ま





げようという意識 ､ 作 り 手自身が理解し､我々と思いを
共有 し て く れ な け れ ば ､ 決 して生命力ある建築はつくれ
如 ､｡ 大 切 な の は ､ ど れ だ け 現 場を味方にできるか､確
う､な 人 間 関 係 を つ く れ る か だ ｣ と記述している｡
~こ う し て 読 み 解 い て い く と ､ 本質を見逃した打放 し建
宗が 対 局 に 映 し 出 さ れ る ｡ 例 えば､不具合をそのまま露
窒 し､汚 れ て 不 衛 生 き わ ま り ない建物など｡まさに安易
を設計･施 工 で は 健 全 な 打 放 し建築は生み出せないこと
_売場くわかる｡
憶戦苦闘｣に､神髄とも言える打放しの安藤ワール ド
う技と心が垣間みれる.
指針にもなる絶好の著書である｡
4.次世代に向けて
安藤氏が指摘するローテクな建築づくり､職人が誇れ
る環境づくり､そして職人との共有｡こうしたことは次
雄打放しコンクリート建築においても､揺るぎないも
･Ajと考えられるO
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しかしながら､いま･人類は産業革命から200年で資源･
エネルギーと環境の二つの極めて探刻な問題に直面し
ている｡
コンクリー ト界においてもその問題解決が余儀なく
される｡まずセメントや骨材などの資源 ･エネルギー問
題の解決にはコンクリー ト技術の変革が必要不可欠と
なる｡環境問題もまた然りである｡こうした動きの中で､
環境共生の観点から､｢環境対応型コンクリート｣2)の提
案も見られるようになった｡
その概念は図に示すとおりである｡つまり､自然環境
が本来有する性質や機能を保つため必要となる材料性
能をあらかじめ備えることにより､環境の劣化を緩和 ･
低減､さらにはその質を改善 ･向上させ､時間経過とと
もにその全部 ･一部が自然環境と一体となることを目指
すコンクリートである｡そこには例えば､熱調和､吸音 ･
遮音､調湿､緑化 ･植生､景観等の性能が地域 ･都市レ
ベル､建物 ･構造体レベル､室内レベルといろいろなレ
ベルで要求されるであろう｡
こうして見てくると､次世代における打放 しコンク
リー ト建築の立ち振る舞いはもとより､根っ子を支える
職人の継承についても､いま真剣に考える時にある｡い
つの世も建築に魂を刻むことが肝要であろう｡
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